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ぎ M  "ス 

オ シ

第
+
五

卷

2 

H五
四)

.渐f
：

維
介


の 
な
ら
。
然
れ.

V

も
直
後
あ
る.

1

仍
精
鯽
ビ
他
の
精
神 

W

は
交
涉
し
能
は
す
。
必
ゃ
外
界
の
浪
象>j

し
す
肉
體 

の
伸
介
す
る
を
要
す
。
而
し
て
.此

の

肉

體

め

媒

介

の

.
發 

達
に
關
し
て
、
氏
は
最
も
典
除
麥
さ
叙
述
を
な
せ
ど 

こ
：\
に
は
す
ベ
す
割
愛
ず
パ
讀
者
.は

直

ち

に

、本

書

及

ぴ 

前
揭「

言
語
史
原
理」
k
就
き
て 

>
,如
何
k
し
て
人
類
が 

意
思
を
表
現
せ
ん
ご
し
力
る
か
、；

其
の
變
遷
の
跡
を
独 

ら
.る
ベ
し
。要
す
る
k
其
の
結
論
ど
な
す
も
の
：は
、交
S 

作
用
の
最
も
完
全
な
る
も
の
：ど
じ
て
現
在
の
發
骨inc

誰 

(
L
a
n
t
s
p
r
a
c
h
)

發
達
す
る
.に
至
b
、(
言
語
じ
はGebi

r
- 

d
s
-
s
p
r
a
c
5
?
e

ざ
て
容
貌
を
、：5
,̂ウ

て

意

思

を

表

示

ず

る 

一
も
の
あ& 

C1

つ
の
精
神
ご
他
，の
精
神
.ご
略
々
完
全
に 

交
涉
し
得
る
に
至
れ
り
。(I 

‘！六
頁)

：
而
し
て
文
化
が
進 

涉
す
る
は
是
等
の
交
K
作
用
が
更
に
廣
き
に
瓦
れ
ぱ
な 

タ
。
例i

ぱ
各
家
族
が
そ
の
消
費
物
を
そ
れ
自
身
生
邀 

.す
る
原
始
的
輕
濟
階
段
ご
現
在
の
如
き
交
經
濟
時
代 

ご
を
比
較
す
ぺ
し
"
其
.0
間
化
の
相
違
は
極
あ
て 

藤
然
た
る
べ
し
。
他
方
更
吾
人
が
過
お
の
事
實
を
热 

知

す

る

こ

.ピ

は

又

文

化

，の

進

步

に

貢

獻

あ

も

。
然

し

乍

，
 

ら其
， 0
^

麼
&
的

研

究..の

主

た

る

任

'務

は

過

去

，.の
^
>
v

猪
九
號

!
四
ニ

じ

生

翁

る

文

化

價

値

を

，崩

壊

よ

り

保

譲

し

，

而

し

て

す 

で
に
現
在
お
隱
さ
れ
t
eる
®
を
斬
生
活
に
喚
®
す
る
H

Z
ご
.に
あ
ゥ
ス
五
H 

5
尙

ほ

'其

め

歴

史

研

究

の

方

法

、

殊
に
其
の
：偶
然
論x

z
u
f
a
l
l)： .

其

の

他

0
具
：以

降

)

翦

味
多
き
議
論
あ
れW

"

他
紹
介
す
べ
き
機
愈
あ
か
ご

思
推
す
る
が
故
に
、
.こ
、
に
は
す
ベ
て
窗
略
し
> 
:直
ち

に
以
上
の
'如
&
觀

察

ご

.
其

の

科

學

論

ど

の

關

係

を

.略

述 

す

べ

しo
'

' 

#史

的

科

學

の

.愿

の

目

的

は

世

於

け

る

吾

、

の 

指
向
法(

o
d
e
n
t
i
e
r
u
n
g
)

を
求
む
る
じ
あ
れ
。
而
し
で

事
物
間
の
因
果
關
係
を
究
め
る
範
圍
に
於
い
て
眞
の
キ 

學
た
る
.こV

i

を
得
ベ
：'し
。
.そ
は
個
冷
の
事
實
を
孤
立
的 

に
明
白
に
す
る
こ
£
を

以

つ

て

滿

足

す

ベ

き

.
に

あ

ら
 

ず
因
粟
滞
の
認
識
；̂
比
較(

v
e
r
g
l
e
i
c
h
u
n
g)

は
缺
く 

ベ
か
ら
ざ
る
も
©

な
-り
0
.現

象

間

に

於

け

：
る

I

致
：

(IJe- 

berelnstimmung).

は
正
確
な
る
分
析
に
昧
ジ
て
の
.み
刹 

達
し
得
。
而
し
て
.斯
く
の
如
.き
，一 ,

政
：の
方
法
を
系
統
的 

に
•：研£

九

せ

ん

努

力

す

る
：：

時

、.，

に
：
原

則

科

學

を

年

ガ
。

如
き
原
則
科
學
は
化
碌
な
；る
辨
節
研
究 

(
d
e
t
a
i
l
f
o
r
s
c
h
u
n
&

ご

相

伴

ふ

て

始

め

て
價
直
ゐ
る
も

の

な

ら

。
.
.故

に
.原

則

科

學

は

發

展

に

於

：̂

る

目

的

意

識 

の
聯
結
の
爲
め
に
、
歷
史
的
研
究
か」

あ
ら
ゆ
る
方
面
に 

於
い
て
利
用
す
ベ.To

も
の
な
ヶ
。
而
し
て
如
何
な
る
動 

機
に
依
ウ
て
最
初
ょ
り
條
仲
づ
け
ら
：れ
た
る
か
。
‘
又
與 

の
動
機
は
®
韻
せ
レ
や
。是
等
を
熟
考
し
、
以
つ
て1

方 

古
き
を
確
立
す
る
ご
共
に
、
他
方
新
し
き
を
評
價
ず
P
; 

そ
れ
等
の
研
究
に
對
し
て
：言
語
の
研
究
は
資
す
る
と
こ 

ろ
極
め
て
大
な
ヴ
ご
思
#
す
..。‘

(

五
六
頁
以
降)

以
上
本
#
,の
大
體
を
紹
介
せ
*
ご̂
考
ふ
.。
尙
は
是
等 

'に
關
す
る
問
题
は
目
下
本
誌
：に
遮
载
中
の
拙
稿.r

經
濟 

研
泥
に
就
い
て」

ミ
密
接
の
關
係
あ
-

CV

就
き
て
き
服 

せ
ら
れ
ん
こ
を
希3!

す
。(

»
村
兼
太
郎：}

;:

H

I

改
版

：：
-

輕

濟

的

文

化
 

、マ」

哲

學: 

:

怒

.
H 

S圓

文

堂

發

行
 

：

一
つ
：

S
,

六

版

五

0

八
：

M

'

經
濟
學
に
.お
け
る一

，新
倾
向
は
マ
經
濟
學
の
哲
學
的 

考
察
で
あ
ら
ぅ
。
著
激
野
村lif.

は
、.
風
；
此
の
倾
向

：

第
十
五
#
 

(

ニ
ニ
五
五X

;

新

刊

軸

介

,

着
目
し
，
之
を
研
鎮
せ
ら
れ
る
ニ W

頗
ぶ
る
.

傑
！：；

も

の 

が
あ
る
。
.本
書
の
第
.

1

版
の
上
梓
せ
ら
れ
た
の
は
昨
年 

の
六
月
で
あ
つ
た
。
，從
来
一
.ヶ
年
本
書
k

對
す
る
學
界 

の
需
要
は
、，
本
W

の
著
者
を
し
て
第
四
版
を
出
版
せ
し 

め
る
に
宇
：つ
力
0
改
定
第
四
版
に
,
1̂
い
て
は
全
體
に 

l
a
.つ

て

文

意

其

の

御

の

訂

；止

を

な

し

> 
更
ら
に
第M

篇 

と
第
S
篇
ヒ
に
.其
後
發
表
し
た
論
文
を
各一

f
l
K
n

古
代 

に
も
け
る
家
族
！̂
.

」
「

ギ
.グ
.ド
針
會
ホ
一
義
の
根
本
靓
念」 

づ
\
增
加
し
た
。」 (

序
文\

評
者
は
今
全
職
に
涉
つ
て
、
‘ 

奮
版
ご
改
版
ビ
を
：

^
較

す

る

の

.
餘

裕

を

持

つ

て

ぬ

な

か 

っ
S

で
"
改
版
*
過
の
際
に
ぉ
れ
る
感
想
を
述
べ
る 

に
止
め
や
ぅ
ビ
思
ふ

。
.

本
書
の
序「

奥
を
求
ホ
ヤ」

ゆ
：

g

に
朋
々
誦
す
べ
き
名 

宠
で
あ
る
9
讀
奢
ゆ
何k

ご
雖
も
、
' そ

の

流

®

な

傘

敦

魅
せ
ら
れ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ら
ぅ
。
ァJ

の
名
文is 

讀
み
了
ジ
て
、
第

1
篇
科
擧va

し
て
の
經
.濟
學
に
入 

る
に
及
び
評
者
は
高
橋
敎
授
の
本
#
奮
版
に
對
t
る
批
，
 

評
を
想
起
せ
ざ
る
，̂
得
な
い
：。：
日
く 

f'

第

！

篇
じ
移
$ 

に
及̂
び
て
S
吾
人
は
父
れ
其
®
結
®
の
雄
太
な
る
驚 

か
ざ
も
も
?
 

>

...

焚
例
入7P

著
者
の
®
舉
妳
激
識
.の
#

.第
九
.舰



银
十
五
，お

(

T

3
五
六)

.
新
刊
紹
介

.

膽
な
る
を
稱
せ
ざ
る
，̂
得
す
ざ
雖
も
、
各
人
を
以
て
織 

に
思
ふ
に
館1

.

章
第

j

節

以

下

の

七

節

は

，
野

村

自

ら
 

が
科
舉
の
本
質
を
霞
得
す
る
上
R

意
義
あ
ね
し
も
の
に 

し
て
、
.

讀
激
は
寧
ろ
第
二
章「

親
濟
學
の
科
學
的
地
位」 

の
み
を
以
て
満
足
す
る
者
に
非
ざ
る
な
き
か
。
而
し
て 

:

吾

人

は

著

者

が

本

章

に

お

け

る

.論

述

の

比

較

的

簡

單

な 

b

:

し
を
道
爐
ビ
す
る
者
な
.CN

J

 (

三
：田
學
會
雜
誌
第
十
四 

卷
筋
八
*

)

も

評
者
は
改
版
の
讀
過
に
際
し
て
び 

こ
の
遣
減
を
表
現
す
る
.の
此
む
を
得
ざ
る
も
の
ご
感
す 

る
も
の
で
あ
る
。
勿
論
著
卷
は
：，

I

切
の
論
爭
i

論
を
，
 

避
け
て
端
的
に
著
卷
の
考
を
述
ベ
る
た
め
に
、
草
稿 

お
け
る
論
す
的
瞭
離
を
檢
て
たV

J

云
は
れ
，て
ゐ
る
e

乍 

然

評

者

の

切

聞

か

ん

欲

す

る

所

は

、
著

者

の

哲

學

‘： 

的
見
地
ょ
ゎ

す

る
ァ

現
代
經
濟
學
め
批
評
で
あ
る
。
，さ 

ぅ
し
て
こ
の
®

仓
に
あ
い
て
、
現
代
の
權
威
を
批
評 

姐
上
に
登
せ
た
-0.

ご
思
は
る
論
爭
的
譲
論
を
聞
く
こ
ビ
一 

が
菩
々
經
濟
學
の
學
徒
に
對
し
て
、.
殊
に
®
學
的
素
養 

の
♦

然
缺
如
せ
る
評
者
の
如
き
も
の
に
對
し
て
、
.

蒙 

す

る

ど

ニ

セ

を

威

る

•
か

ら

で

が

る

0

こ
の 

0 
0

不

滿

を.
多

少

吾

々

に

對

し

て

充

0

^
>
す
る

菜
挑

の
は

0
テ！ 
M
0
濟
價
値
：の

研

究

で

あ

ら

ぅ

。
經
歡
，價
健
論
ぼ 

從
來
經
濟
學
か
根
本
間
題
ご
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
問 

題
に
，對
ず

る
著
者
の
.見
解
は
多
大
の
典
味
を
以
て
、
讀 

み
得
た
"
勞
働
價
値
：論
を
以
て
、®

廣
颇
倒
の
議
論
な 

h
.ご
す
る
#
に
對
す
る
反
®
的
議
識
、
認
識
論
0
立
揚 

か
6
理
想
主
義
的
®
値
#

®
體
：系
を
樹
立
し
め
t
ビ
ご 

は
> 
著
者
が
經
濟
學
說
に
對
す
る
真
獻
で
あ
ら
ぅ
。

- 

第
四
版
經
将
的
文
化
の
發
展
；

is：

お
い
て
、
經
濟
的
に 

な
い
て
は
、
生
産
が
社
會
的
其
同
的
ど
な
り
、
精
柳
的 

に
は
人
類
の
白
覺
て
ふ
こVJ

を
文
化
發
展
の
倾
向
を
論 

じ
た
著
者
は
、
第
五
篇
經
濟
的
文
化
の
極
政
に
お
い 

て"
.
^
v

の
理
想
に
お
い
て-

K

約
ギk

ド
社
會
主
義
的
思 

想
れ
懷
い
て
ゐ
る
' ̂

-

悪
す
る
に
本
®
を
ニ
貫
す
る
思
想
は
文
化
價
値
の
W
 

究

で

あ

る

。

「

文

化

價

値

」「

文

化

的

生

等

の

語

は

到
 

る
所
發
見
せ
シ
れ
る
。
評
者
の
如
き
哲
學
のg
：

外
漢
に 

あ
っ
て
は
’
そ
の
深
い
哲
學
的
意
義
を
遂
に
捕
诞
ず
る 

こ
と
が
出
：來
や
、
.本S

s

の
深
遠
な
る
.意
義
を
，X
解
し
得
：
 

な
か
っ
力
か
も
知
れ
な
K

勿
論
I
れ
は
、
著
者
のS

 

.哲
學
，溯
智
識
k

乏

ぽ

し

ぃ

評

者

の
f
f
iで
も

で
は
な

賊

5J：

か
！̂

譯
 

文

化

の

訊

相

W

共

進

路

V 

-
朔
版
，四

七

0 

.
H 

.

:

{hT

愤
三
圓
八
'拾
-錢

大
I村

-
ま
：：

店

行

」

本
き
は 

Dr. 

F. 

Mxuler.Lyer 

の 

Phasen der 

ツ
 

Kultur 

mid 

RichtungsKrile 

des; Fortscnrittes,

の
譯
，I. 

«
で
あ
ろ
o ’
著
者
は
文
化
學
の
，研
究
K
對

し

て

自

然

科
.：： 

律
の
比
敕
诚
能
法
を
適
用
せ
ん
と
す
る
も
の
モ
あ
ウ
,\
 

て
、
蒸
作
の
全
體
は
次
の
如
さ
郁
分
じ
輝
分
せ
ら
れ
一 

.る
，r
:
'
v 

h
i
; 

r
l

.

.
リ 

:

:

一べ.
第

1::

部
經
歡
的
發
，邀
め
諸
相

.
r

ベ
：‘；
 

：
| 

\ 

.p
i

l

部
：繁
殖

(

愛
ァ
婚
姻
、
家
庭
？
親
族
S

の

發
_

い
广：

.

.

.
i
:
い
，，.雄
*
 ̂

.て 

n
.ょツ
'、レ

，.，

:
:

殺

1
1

粮

(

同
‘
族
か
ら
大
國
家
に
.
至
.
，る
迄
の)

社
會組

：：

:
織の倏逮

:

一

：，筋

叫

部

：
人
間
理
解
の
藤
史

 

>
:即
ち
言
語'
"智

識

、
哲，
，

■
 

學
的
宗
激
的
信
则
め
'
發

壤：：  

：
：，.

，

.

,

五

部

：
道

德

、
一
法
撒

i
：

び

に®

術

の

發

逆

：
：

,

k

六
部
生
活
の
意
義
及
び
料
學

即
ち
こ
の
著
作
の
全
，撒
は
初
め
の
五
部
で
®
門
的
の 

研

究

を

ガ

し

、

最

後

の

部

で

一

般

的

、

足

^
^
序

隐

的

の 

研
能
を
な
す
ベ
き
も
め
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
を
部
は
招 

集
つ
て
全
體
を
構
成
す
る
の
.で
あ

る

。

け

れ

ど

も

'、

各 

部
は
，そ
れ
そ
れ
獨
立
の
箸
作
で
あ
り
、
獨
立
k
®
む
も 

.十
分
理
解
せ
ら
れ
る( 「

&
1

版
の
序
'言」

森一

照)
。さ
ぅ 

し
て
孩
に
紹
介
す
る
.譯
臀
は
右
のI

S

一
 
部
の
研
究
に
係 

る

も

の

で

も

る

'
。

本
t
は
六
傭
に
分
な
れ
る
。
先
づ
第
ニ
篇
に
於
い
て 

は
文
化
の
意
義
> 
根

源

こ

區

分

を

明

か

：̂

し

殊

に

人

間 

の
生
成
に
就
い
て
面-HI

い
記
述
が
試
み
ら
れ
て
ゐ
る
ヵ
, 

手
、
言
語
、
道
具
.、
火
の
，利
f
f
lは
必
ら
す
し
も
本
省
を 

俟
づ
て
初
め
て
か
に
せ
ら
れ
る
こ
ビ
で
は
な
い
け
れ 

ど
も
"
，新

進

氣

鋭

の

著

赛

ゆ

®2
!

躍
如
た
る
ふ
の
が
あ 

る
。
第
二
.篇
に
於
い
て
は
贷
料
"
道
具
、
住
居
及
び
衣
‘ 

服
の
發
逮
を
論
じ
て
ゐ
る
。
此
處
货

い
て
も
吾
人
は 

箸
者
め
發
明
に
な
る「

相
的
研
梵
法」

に
ょ
つ
て
、
人 

.問
の
文
化
生
活
を
如
賞
れ
見
る
こ
ご
が
出
來
る
。
化
史 

的
諸
相
の
研
究
は
必
ら
す
し
も
古
生
物
學
に
の
み
依S

娘

十

U

 

ニr

み
七)

新
力
紹
介

1
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